
海底活断層は産業技術総合研究所
活断層研究センターホームページによる
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震源のプロットは3月25日から3月26日での
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金沢大学石渡明教授による
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応用地質による
道下の圧縮性変状
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Ｂ:断層モデルに直角な方向(南東)から見た余震分布

Ａ:断層モデルの走行方向(南西)から見た余震分布
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震源断層モデル，余震(3月25,26日)分布，海底活断層，地表断層

平成19年(2007年)能登半島地震を起こした震源断層の姿
The Noto Hanto Earthquake in 2007

緯度=37.19° 経度=136.55° 上端深さ=1.2km 長さ=21.2km 幅=13.9km 
走向=55° 傾斜角=63° すべり角=137° すべり量=1.65m Mw=6.7
※下端深さ=13.5km 横ずれ量=1.21m 縦ずれ量=1.13m

国土地理院

緯度(°)　経度(°)　 深さ(km)
37.19497　136.55456　 1.172
37.30455　136.74970　 1.172
37.25854　136.79004　13.539
37.14903　136.59497　13.539

国土地理院が推定した

震源断層位置(矩形）


